さんまい. _? よ-つ 

的な 三昧 境 を 見る。 小 林 は ルリ ヂ ヤス 何とかと 云つ 

た。 僕ら は 酒 をのんで 話 を 交して いたので、 こまかい 

こと は 忘れて しまったが、 この ルリ ヂ ヤス 何とかと い 

う 表現が、 一 一人の 手記に 同じ 言葉が 用いられて いるの 

で、 小 林 は ゴッホ も テン カン じ やない かと 疑り だして 

いるので ある。 

これ だけの 類似で ゴ ッホも テン カン だと 即断す るの 

は、 もとより 不当で あり、 だいたい 分裂 病の 症状 は 多 

種 多様で、 無限の 型が ありうる から、 尚更、 わからな 

ヽ o 

レ 

然し、 分裂 病の 型が 多種多様 だとい うこと について 



して、 フロイドの 方法 はダメ だとい う 唐突な 確信 をい 

だいた。 

大体、 分裂 病が 潜在意識 による かどう か は 疑わしい 

が、 僕の 場合 は、 鬱病で あり、 それに ァ ドルム (催眠 

薬) 中毒の 加った ものである。 分裂 病に 比べれば、 鬱 

病に は、 まだし も、 潜在意識の 作用 はたし かに ある。 

何 か > 抑圧され ている ことが、 病状 を 悪化させる 一 つ 

の 理由と な つ ている こと は 確かで ある。 

東大で 鬱病 を 治療す るに は、 主として 持続 睡眠 療法 

であり、 ほかに 電気 療法な ども 用いる らしい。 (分裂 

病に はェ ンシュ リン、 電気、 或いは 脳 手術で ある) 



病状が すべて そうで、 入院 直前、 僕が ァ ドルム を 多量 

に 用いて (四 五十 錠ず つ 二十 四 五日 間 用いた) 昏睡 を 

もとめた 時に も、 ふと 覚醒して、 一夜ち ょッと 眠った 

自覚し かないのに、 一 週間が すぎて おり、 どうしても 

信じられない ことが 三度 ほどあった。 

持続 睡眠 療法 も、 ァ ドルム 中毒の 場合 もそう である 

が、 半 覚醒 時に、 甚 しく エロに なった。 全ての 患者が、 

そうか、 どうか、 僕 は 知らない。 然し、 概して そうな 

るの が 自然 だろうと 思われる の は、 何人も 性慾に つ い 

て は 抑圧し つ、 ある もので あり、 又、 催眠薬が、 これ 

らの 抑圧 を 解放 するとい うよりも、 性慾の 神経に 何ら 



させても いるので あった。 つまり 患者と しての 僕が そ 

の 時 最も 欲して いるもの は、 た、 V 一 つ、 抑圧、 それに 

外なら なかった の だ。 抑圧 を 解放して はならない の だ。 

あらゆる 抑圧 を 解放 すれば、 人間が どうなる か、 分り 

きってい る。 色と 慾。 た、 V 動物。 それだけに きまって 

いるの だ。 

フロイドの 方法 は、 理論的に、 構成に 巧みで あるが、 

あそこから、 決して 実際の 治療 はで、 こない。 

僕 個人の 場合で あるが、 患者と しての 僕が 痛切に 欲 

している もの は、 た、 > '単に 健全なる 精神な どと いう 漠 

然 たる もので はなく 自我の 理想的な 構成と いう ことで 



十日 間 もつ V く 青年。 手の指 を 五本 斬る から 一本に つ 

いて 一万 円ず つ 金 を くれ、 など ゝ、 こういう 文学青年 

の 訪れ は、 大方、 どの 作家 も 経験が あるに 相違ない。 

僕が 東大 神経科の 外来で 見た 十 人 ほどの 患者 は、 僕 

の 応接間へ 現れても 不思議で はない 人た ちが 主で あつ 

た。 文士の 応接間と 精神病院の 外来 室と は 似た ような 

ところ だと 僕 は 思った。 いっそ 応接間の 隣へ 電気 治療 

室で も 造ったら、 僕の ために も 便利だろう、 と 苦笑し 

た ほどで あ つ た。 

そして、 僕 は 思った。 僕の 応接間で もそう であるが、 



精神病院の 外来 室に 於ても、 患者た ちが 悩んで いる 真 

実の もの は、 潜在意識に よってで はなく、 むしろ、 激 

しい 祈念と 反対の 現実の チグ ハグに ある、 と 見る のが 

正しい の だ、 という こと を。 

彼ら は、 自分の 悩んで いるもの を 知ってい るので あ 

る。 た、 V 人に 言わない だけ だ。 そして、 人に 鎚 つたと 

ころで、 どうに もなら ない という こと を 悟り、 そうい 

うと ころから 厭人 的に なり、 やがて、 神経が 消耗して 

しまう。 僕の 応接間と、 精神病院の 外来 室との 違う と 

ころ は、 外来 室に 於て は、 彼ら は 自らの 意志で はなく、 

他の 人々 にす、 めら れて 来て おり、 従って、 医者に 対 



ない。 彼女 は 膝と 足 を 紐と 手拭 様の もので ニケ所 縛ら 

れ、 その 夫と 思われる 者、 又、 も 一 人の 肉親の 一 人と 

思われる 青年の 二人に 抱かれて 外来 室へ 運び こまれて 

きた。 

彼女 は 幻視 を 見て いるので ある。 右に 天皇が 見え、 

左に 観音が 見え、 彼女 はた > 拝みつ、 V けて いる だけで、 

医者の 問いに 返答せ ず、 返答す るの は 夫と 思われる 男 

であり、 その 度に、 彼女 は 怒って、 夫 を 手で 振リ はら 

うように した。 

こういう 患者 は 僕の 応接間へ 現れた こと はない が、 

世間に はかなり 多い に 相違な く、 こういう 患者 をめ 



僕の いた 部屋 は、 A 級 戦犯の o 氏が 発病 直後 送られ 

た 部屋で、 発病 直後 は 兇暴で この ガラス 部屋 は 不向き 

であった から、 松 沢へ 送られた そうで ある。 東大の 外 

来 室で は、 千 谷さん の 見 わけに よって、 重症で あり、 

兇暴で あると 判断せられ たもの は、 松 沢へ 送られる 習 

慣 であり、 従って、 僕の 病棟で は、 脳梅毒 患者 を のぞ 

いて、 ひどい 患者 はいなかった。 

分裂 病 は 二十歳 前後に 発病し、 周期 的に くりかえし 

て 根治す る ことが 先ずない ので、 入院患者 も、 三度 目 

ふるつわもの 

の 入院と か 六 度 目と かとい う 古強者が 多い。 然し、 分 

裂 病 は 智能 を 犯される ことが ないから、 仕事に 従事し 



て 才能 ある 限り、 単に 変リ 者と 世間に 目せられ ている 

だけで、 終生 精神病院の ャッ カイになる ことなく、 世 

をす ごす 人々 が 多く あるに 相違ない。 

テン カン も、 今では、 それ を 一 生 欠かさず 服用し つ V 

けて いれば、 発作 を 起さずに すむ 薬が あるそう である。 

ひど いのは 脳梅毒 だ。 これ は 智能 を 犯される。 つまり 

痴呆 状態と なる。 肉体の 条件が よければ マラ リャ 療法 

でく いとめる ことができ るが、 僕の 居た とき 病棟の 廊 

下 をう ろ ついていた 四十ぐ らいの 女の 脳梅毒 患者 は、 

もう 肉体 力がなくて、 マラ リャ 療法 を 施し 得ず、 仕方 

なしに、 ペニシリン を 打ったり、 人工栄養 などで、 よ 



の 出来る の は 五 人の 合 部屋 だと いう 話で あつ た。 

そのと き 僕 は 精神病 者と いう もの を 兇暴な もの だと 

幻想して おり、 何よりも、 僕 自身、 歩行 も 不可能で、 

防禦 や 抵抗の 手段が 失われて いるの だから、 五 人の 合 

宿と いう ことに、 病的な 恐怖 をいだ いた。 

そのと き 石 川淳が 見舞いに 龃 けつけ て くれて、 合い 

部屋 だってい、 じ やない か。 た、 V 眠る の だから、 他人 

の 存在 は 問題で はない。 一時間、 一分で も 早く 入院し 

ろ。 昔、 吉 原に 割リ 部屋と いう ものが あつたし、 汽車 

の 寝台 も 割り 部屋み たいな もので あり、 同じ 部屋で 寝 

ている 奴が 殺人犯 だか 強盗 だか 見当が つかなかった 害 



他人と 面会な どので きる 性質の もので はない ので ある。 

数日間 食事 をと る こと もで きず (肉体的に その 機能 を 

失う ので ある) 歩行 も 不可能で あり、 第一、 喋る こと 

もで きない。 幻聴と 絶望に 苦しむ ばかりで、 とも すれ 

ば、 発作的に 自殺す るか、 人 を 殺す か、 まことに 際ど 

い 神経の 極度の 不安定 の 状態で ある。 この 状態 で は 、 

特に 親密な 人々 によって は、 ともかく 慰められ、 カづ 

けられ、 反対に、 面識な く、 好意 を 持たない 人間に 対 

して は、 面会 は 不可能で あり、 会えば、 何 を やる か 分 

らず、 病状 を 悪化させる ばかりで ある。 医者が きびし 

く 新聞記者の 面会 を 拒否した の は 当然で あり、 そのこ 



である。 

(退院の 翌日) 
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